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大

江
匡
衡

の
詩

文

修

士
論

文

の
口
頭

試
問

の
時

で
あ

っ
た

と
記
憶

す

る
。

中
村

先
生

は

次

の
よ

う

な

こ

と
を

言

わ
れ

た
。

漢

文
学

を

や

る

に
は
、
先

ず

丁
寧

に
文

章

を

読
む

こ
と
で
す

な
。

私

は

こ

の
時

の
先

生

の

お
言
葉

を

、

『
論

語
』

顔

淵
篇

に

見
え

る
、

孔

子

か
ら

仁

と
は
何

か
を

教

え
ら

れ

た
時

、
顔

淵

が

言

っ
た
言

葉

、

「
回
不

敏

な
り

と

錐
も

、
請

う
斯

の
語

を
事

と

せ
ん
」

と
共
ハ
に
想

起
す

る
。

小

論

は

、

一
条

朝

の
文

人
大

江

匡

衡

の
詩
筆

の
特

徴

を
指

摘

し

よ
う

と

す

る
も

の
で
あ

る
。

そ

の
特
徴

と
言

っ
て
も

、

す

べ

て
そ

の

マ
イ

ナ

ス

の

側

面
、

す

な
わ

ち
詩

文

の
病
癖

で
あ

る
。

こ
こ

で
大

江

匡

衡

の
詩

文

を
考

察

の
対
象

と
す

る

の

は
「

一
つ
に
、
匡

衡

が
文

章
道

を
菅

原
氏

と

二

分

し

た
大

江

氏

の
嫡

流

で
あ

り

、

一
条
朝

を

代

表
す

る

文
人

で
あ

っ
た
か

ら

で
あ

る
。

菅

原

道

真

が
太

宰

府

へ
流

揺

さ

れ
て
よ

り

、
菅

原

氏

に
昔

日

の
盛

華

を

も

た

ら
す

ほ
ど

の
人
は

な

く
、

一

方

、
大

江

氏

は
、
村

上
朝

に
維

時

・
朝

綱

と

い
う

二

人

の
偉
材

を
輩

出
し

、

以

後
、

文

章
道

の
主

導

権

は
大

江
氏

に
握

ら

れ

て

い

た
。

従

っ

て
大

江

後

藤

昭

雄

氏

の
嫡

流

で
あ
る
匡
衡

は
、
ま

さ

に
当
代

に

お
け

る
儒

門

の
棟

梁

の
位

置

に
あ

っ
た
。
ま

た
、
官
職
も

、
時

代

は
そ

の
悲

願

に
も

か

か
わ

ら
ず

、

匡

衡

に
卿
相

の
座

を
与
え
は
し

な

か

っ
た

が
、

「
式

部
大

輔

、

文
章

博

士

、

東

宮
学

士
、
位

は
四
品
に
昇

り

、
身

は

一
人

に
師

た

り
」

と

行
成

が
述

べ

る
如

ぐ

(
〈
返
納
藤
納

言
行
成

卿

政
要

状

〉

返
報

状

・
本

朝

文

粋
巻

七

)、

儒
家

の
顕

職
を
歴
任

し
、
さ

ら

に
天
皇

・
東
宮

の
侍
読

を

も

務

め
、

自
他

と
も

に
許
す

一
条
朝

の
翰
林

の
第

一
人

者

で
あ

っ
た
。
匡

衡

も

自

ら

言
う

。

「
匡
衡

、
文
章
を

以

っ
て
公

に
奉
ず

る
功

、当

時

に

於

て
他

人

に
異

な

る
θ

(
申
美
濃

守
状

・
本
朝

文
粋
巻

六

)

そ

の
二

つ
に
、
彼

の
家
集

『
江
吏

部

集
』

上

中

下

三
巻

が
、

ほ

ぼ
完
全

な

形

で
残

さ

れ
て
い
る
か
ら

で
あ

る
。

さ

ら

に
、

そ

の
文

章

も

『
本

朝

文

粋
』

に
、所
収
作
家
中

最
も
多

い
四

十

四
篇

の
作

品

が
収

め
ら

れ

て

い
る
。

第

三

の
、
そ
し

て
最

も
大
き

な

理
由

は

、

『
江
吏

部

集

』

を

や

や
委

細

に
読

む
機
会

が
与

え
ら

れ
た

こ
と

で
あ

る
。

『
江
吏

部

集

』

を

今
井

源

衛

先

生
は
、
大

学
院

の
演
習

の
テ
キ

ス
ト

と

し

て
選

ば

れ
、

後

に

は

、
先

生

を

囲
む
平
安

文
学

の
研

究
会

へ
と
移

さ

れ

た

が
、
私

は
そ

の
講
錘

に
列

な

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

『
江
吏

部
集

』

に
出

会

う

こ
と

が

で
き

た
。
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二

匡
衡

の
詩

文
を

や

や
読

み
進
ん

で
気

付
く

こ
と
は

、
類

似

し

た
表
現

が
、

そ

の
詩

文

の
中

に
何
度

か
重

複
し

て
現
わ

れ
る

こ
と

で
あ

る
。

明
末

清
初

の
大

儒
銭

謙
益

は

、
そ

の
文
章

の
く

せ
と
し

て
、

一
度
述

べ

た

こ
と
を
他

の
文

章

で
も
繰

り

返
し

て

お
り
、

そ
れ
を

彼

の
文
章

の

一
病

①

と
し

て
、
黄

宗
義

が

『
思

旧
録
』

に
指

摘
し

て

い
る

、
と

の

こ
と
で

あ
る

が
、
匡

衡

の
詩

文

に

お

い
て
も

、
そ
う

し

た
表

現
上

の
病
癖

を
少

な

か
ら

ず
指

摘

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

そ

の
典

型
的

な
現

わ

れ
と
し

て
、
酷

似
し

た
文
章

が
反

復

さ
れ

た
例

を

あ

げ
れ

ば
、
次

の
よ

う

な
事
例

が
あ

る
。

如

レ
予
者

江
家

釣
名

、

魯
魚

之
疑

難
レ
決
。

翰
林

低
・
翅

、
梁
鴻

之
恨

未
レ

休

(巻
下

・
於
右
大
承
二苧
子
同
賦
逢
花
傾

一
盃
詩
序
)

匡
衡
江

家
釣

名

、
魯
魚
之

疑

未
・
決
。

翰
林

低
・
翅
、
梁

鴻
之

恨
更

深
。

(巻
下

・
陪
左
相
府
書
閣
同
賦
寒
花
為
客
裁
詩
序
)

と

も

に
詩

序

の
末
尾

の
部

分

で
あ

る
。

一
体

に
、
詩

序

の
構
成

は

、
は

な

は

だ
類
型

的

で
あ

り
、
末

尾

の
部

分

は

「
如
予

者

」
と

い

っ
た
傍
字

を

置

き

、
非
才

を
顧

み
ず

拙

詞
を
草

し

た

と

い
う
謙

遜

の
辞
句

で
結

ぶ

の
を

例

②

と
す

る
。

匡

衡

の
場
合

は
、

こ
れ
に
不

遇

の
文
字

が
附
加

さ

れ
る

の
を
常

と
す

る
が
、

そ
れ

に
し

て
も

、
上

引

の
例

は
、
わ
ず

か
に
数
語

を
入

れ
換

え

た

だ
け

に
過
ぎ
ず

、

彼

の
創

作
態

度

の
安
易

さ

を
如
実

に
示
す
も

の
に

ほ
か
な

ら
な

い
。

こ
れ
ほ

ど
極
端

で

は
な

い
が
、

同
じ

典
故

を

ふ
ま
え

る
対
句

の
反
復

が

し

ば
し

ば
見

ら
れ

る
。

桓
春

卿
之

侍

二
五
更
問

、一
其

家

百
官
会

。

。

。

。

Q

・
。

。

。

③

張

子
房

之
為

二
一
巻
師

一、
其

位

万
戸

候
。

(巻
中

・
75
)

桓

栄
五

更
問
。

万
乗

臨
幸

聯
。

張

良

一
巻

師
。

万

戸
功

名
鍋
。

(巻
中

.
述
懐
古
調
詩
)

春

卿
応

二
五

更
之

問

一
、
万
乗

臨
二
幸
其

門

「。

・
・

Q
。

。

・

。

④

子
房
為

三

巻
之

師
一
、
万

戸
豊
二
大
其

賞

一。
(文
六

.
申
美
濃
守
状
)

右

の
三
組

の
隔
句

は

、

い
ず

れ
も

、
桓

栄

、
字
春

卿

が
大
学

の
五

更

と
な

っ
て
明
帝

に
侍

講
し

(
『
後
漢

書
』

桓

栄
伝

)
、

張
良

、
字

子
房

が
兵

法

一
巻

を
以

っ
て
高
祖

に
説

き

(
『
史

記
』

留

候
世

家

)
、

と
も

に

天
子

の

厚

い
恩
顧

を
得

た
故

事
を

対
偶

さ

せ

た
表

現

で
あ

る
。
こ
れ
ら

の
表

現
は

、

言
う

ま

で
も

な
く
、

天
皇

に
近

侍

し
、

師
礼

を
以

っ
て
遇

さ
れ

た

い
と

い

う
匡

衡

の
強

い
願

望

を
託

す

る
も

の
で
あ

る
が
、

そ

の
典
故

の
用

い
方

も

一
様

で
あ

り

、
そ

の
表

現
も

一
律

で
あ

る
。

な

お
、

と

り
わ
け

て
桓

栄

の
故

事

は
、
匡

衡

の
詩
文

に
頻

用

さ
れ

る
。

幸

逢
二
北
闘

仁
心

厚

「
、
遂
使
二
春

卿
礼

秩
高

一
。

(巻
上

.
暮
春
応
製
)

若

用
二
父
功

一
応
レ
賞

・
子
、
老

栄

欲
・
擬

昔
桓

栄
。

(巻
中

.
近
旦
家
論
命
、

点
文
集
七
十
巻
、
…
…
以
詩
慰
意
)

呂
望
授

来

文
武
学

。
桓

栄
独

遇

漢

明
時
。
(巻
中

・
第

一
皇
子
初
読
御
註
孝
経

応
製
詩
)

逢
遇
携

来

元
白
集

。
争

教

二匡
鼎

類
二
桓
栄

一。
(巻
中

.
於
都
督
大
王
書
斎
同

賦
唯
以
詩
為
友
詩
)

強
仰
二
春
卿

之
前

跡

㎜。

(巻
下

・
侍
宴
清
涼
殿
同
賦
菊
是
花
聖
賢
詩
序
)

匡
衡
所

レ
事

之
・王
、

明
天

子
。
漸

発
二
春
卿

之
栄

一。
(巻
下

.
庚
申
侍
宴
同
賦

燕
雀
相
賀
詩
序
)

の
諸
詩

文

は
、

そ

の
執

拗
な
繰

り

返
し

の
例

で
あ

る
。
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割
レ
鶉

唯

塊
薬
雲

剣
。

折
レ
捧
只
斬
心
合
浦
珠

。

(巻
中

・
冬
日
於
州
廟
賦
詩
)

再
為
二
合
浦

守

「
去

珠
耀

又
円
。

更
作
二
武

城
宰

「
割

・
鶏
名

不
レ
俊
。

(
巻
中

.
述
懐
古
調
詩
)

右

の
二
例

に
見
え

る

「
割
鶏

」

は
、

『
論
語

』
陽

貨
篇

の

子
之

二
武
城

一
聞

二
弦

歌

之
声

詔
夫

子
莞

爾
而

笑

日
、
割

レ鶏

焉

用
二
牛

刀
」

を

ふ
ま

え
、

ま

た

「
合
浦
珠

」

は
、
今

は

『
蒔云
文

類
聚

』
宝

玉
部

珠

に
よ

れ

ば
、

『
謝
承

後
漢
書

』

を
引

い
て
次

の
ご
と
く

い
う
。

孟
嘗
為

こ
合
浦

太

守
の

郡
境

旧
採

レ
珠

、
以
易
二
米

食

「
先

時

二
千

石
貧

樵

使

二
民

採
「
珠

、
積

以

自
入
。

珠
忽

徒

去
。
合

浦
無

・
珠

。
餓

死
者

盈
・
路
。

孟

嘗
行

化
。

一
年

之

間
、

去

珠
復

還
。

二
首

の
詩

は

、

こ
れ
ら

の
典
故

を

用

い
て
、

と
も

に
匡

衡

が
国
守

と
な

っ

た

こ
と

を

い
う
。

宮

漏
鶏

遅
蒐
笛

怨
。

商

脳
鶴

警
蜜

歌
閑

。

(巻
上

・
月
露
夜
方
長
〉

遼

城
鶴

警
鳴

相
和

。
函

谷
鶏

遅
韻

暗
残

。

(巻
下

.
於
秘
書
閣
同
賦
夜
深
聞

遠
雁
)

こ
の
二
例

で
も

「鶏

遅

」

と

「鶴

警

し

と

が
、
と

も

に
対
語

に
な

っ
て

い

る
が
、

「鶏

遅

」

は
、

周
知

の
、
鶏

の
鳴

き

ま

ね
に

よ

っ
て
函

谷
関

を
通

っ
た

『
史

記
』

孟
嘗

君

伝

の
故

事

に
も

と
つ

く
も

の

で
あ

り

、

「
鶴

警
」

は

『
芸

文
類
聚

』
鳥

部
鶴

の

「
風

土
記

日
、
鳴

鶴
戒

・
露
。

此
鳥

性
警

。

至
二
八
月

一白
露

降
、

流
二
於
草

上
ハ
滴

滴
有

・
声
。

因

即
高

鳴
相

警
」
に
よ

る
辞

句

で
あ

る
。

鳳
閣

鷺
台

之
客

、
刷
二
羽
翻

一
以
影

従
。

。

Q

.

打

鉢
刻

燭
之

家
、
蓄

二
声
華

」以
響

応
。

(巻
上

・
於
藤
少
候
書
斎
同
賦
明
月
照

積
雪
詩
序
〉

所

レ
率
者

虎

牙
蝉

目免
、
策

逐

・
日

而
影
従

。

所

レ
談
者
鶴

勒

馬
鳴

、

叩
二
疑

氷

一
而
響

応
。

(巻
上

・
登
天
台
即
事
詩
序
)

一
角

五

采
、
影

二
従

尭
舜

之
朝
』

奇
貨

浮

珍
、
雲

二
集

曽
閏

之
域

一

(巻
中

・
釈
奥
同
賦
孝
徳
本
詩
序
)

黒

白
衣

之
雲
集

、

山豆
唯

三
州

五
郡

之
浅

契
。

内
外

戚
之

影
従

、
抑

亦
見

仏
聞

法

之
大

縁
。

(
文
+
三

・
為
左
大
臣
供
養
浄

妙
寺
願
文
)

こ
れ

ら

の
諸

文

に
用

い
ら

れ
た
対

語

の

「
影
従

」

「
響
応

」

「
雲
集

」
は
、

影

の
ご
と

く
従

う

、
響
き

の
ご
と
く

応
う

、
雲

の
ご
と

く
集

う

の
意

で
あ

る
ガ
、。

こ
れ
唱
砒
ハ
に
頁

誼

の
島

過
秦
輪

詣

(

『
文
選
』

所

収

)

に
、

「
天

下
雲

集

し

て
響

応

し
、
糧

を

蔵
う

て
景

従
す

」

と
あ

る

の
を
、

適
宜

に
利

用

し
た

も

の

で
あ

る
。

不
下
偏

好
二
遊

涯
一
誇
中
四
海

之
鉦
我
事
也
。

不
下
偏

好
二
眺

望

一観
中
三
農

之
有
上年

也

。

(巻

中

・
挺

大
井

河
各

言
所
懐

和

歌

序

)

三
農
有

・
年
。

誇

二
学
稼

之

共
ハ熟

【
。

四
海
無
レ
事
。

嘉
二
弁
岸

之
不

レ
枯

。

(巻
下

・
重
陽
侍
宴
同
賦
花
菊
映
宮
殿

詩

序
)

こ
の
二
文

の
よ

う

に

「
四

海
無

事

」

「
三
農
有

年

」

が
、
常

に
対

句

と
し

て
現

わ
れ

る

の
は
、

と
も

に
唐

の
王
維

の

「奉

和

聖
製

重
陽
節

宰

臣
及
群

臣
上

壽
、

応
制

」

と
題
す

る
詩

の
第

一
聯

、

「四
海

方
無

事

、
三
秋

大
有

年
」

を
用

い
た

こ
と
に
よ

る
。
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夫
詩
者

群
徳
之

祖
、

万
福

之
宗

也
。

動
二
天
地

一感
二
鬼

神

一、

莫
レ
先

二
於

詩

一焉

。

(巻
中

・
冬
日
於
州
廟
賦
詩
序
〉

夫
文

章
者

、
天

地
之

心

、
群
徳

之
祖

、

百
福

之
宗

、
万
物

之

戸
也
。
(
文

七

・
返
納
藤
亜
相
行
成
卿
政
要
状
)

子

・
時

卿
士

大
夫

之
侍
・
座
者

、
或

相

語

日
、

夫
詩
者

天
地

之
心
也

。
(巻

下

・
重
陽
侍
宴
同
賦
花
菊
映
宮
殿
詩
序
)

い
ず

れ
も

文
学

の
本

質

と
効

用
を

述

べ
る

が
、

こ

の
相

似

た
表
現

は

明
ら

か
に
類
書

を
利

用
し

た

も

の
で
、

『
芸

文
類

聚
』
雑

文
部

に
、

「詩

緯

含

神
霧

日
、

詩
者

天
地

之
心

、

君
徳

之
祖

、
百

福
之
宗

、

万
物

之
戸
也

。

」

と
あ

る
。

な

お
他

に
も

、

こ
の
よ

う

に
類
書

を
利

用
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
類

似

し

た
表
現

を
繰

り
返

し

て

い
る
例

が
あ

る
。

例
え

ば
、

濃

粧
不

・
審
南

陽
月

。
香

気

難

・
伝
女

几
風
。

(巻
下

・
菊
薬
花
未
開
)

南
陽

眉

壽
期

二
千
歳

「

女
几

肩
随

踏

二
九
霞

「

(巻
下

.
初
冬
同
賦
残
菊
)

玉
露

延

・
期
携

二
女
几

一。

金

風
忘

・
暦
任

二
南

陽

一。

(巻
下

・
奉
同
菊
残
留

秋
思
)

な

ど

は
そ
う

で
あ

り

、

い
ず

れ
も
菊

を
詩

題

と
し
、

「
南

陽
」
と

「女

几

」

と
を
対

語

と
す

る
が

、

こ
れ

は

『
芸

文
類

聚
』

薬

草
部

菊

に
引
く

「
山

海

経

日
、

女
几
之

山

、
其

草

多
菊

。

」

と

「
風

俗
通

日
、
南

陽

鄭
県

、
有

甘

谷
。

谷
水

甘
美
。

云
其

山
上
大

有
菊

。

(
後
略

)」

と
を

あ
わ

せ

て
利

用

⑤

し

た
も

の
で
あ

る
。

以
上

に
例

示
し

た
措
辞

は

、

い
ず

れ
も
典

故
を

ふ
ま
え

た
対
偶

で
あ

る

が
、
匡

衡

の
詩

文

に

は
平
凡

な
対

偶
的

措
辞

の
繰

り

返
し

も
少
な

か
ら

ず

あ

る
。

そ

の
中

で
、
酷

似
し

た
対

句
を

反
復

し

た
も

の
を

示
せ

ば
、
次

の

よ
う

な
例

が
あ

る
。

昔

西
曹
始

祖
菅

京
兆

、
行
二
県

邑

・
以
注
二
風

土
記

一。

今
東

曹
末

儒

江
侍
郎

、
思

二
郷

貢

一
以
興
二
学
校

院

　、
(巻
中

・
冬
日
於
州
廟

賦
詩
序
)

彼
西

曹
始

祖
菅

清
公
者

、

貞
観

侍

読
也
。

聴

三
乗
・
車
出

二
入
宮

中

。

此
東

曹
末

儒
江

匡
衡
者

、

長
保

侍
読

也
。

得
三
賜
・
馬
進
二
発
城

外

。

(文
七

・
奉
行
成
状
)

こ
の

二
文

の
隔

句

で

は
、
文

章
院

を
東

西

に
分

司
し

た
西

曹
菅
原

氏

の
祖

清

公
と

、
東

曹
大

江
氏

に
属
す

る
自
己

と
を

同

じ
よ
う

に
対
比

さ
せ

、
さ

ら

に
、

こ
れ

に

「
西
曹
始

祖
」

「
東
曹

末
儒

」

と

い

っ
た

平
凡
な

対
偶

の

形
容

詞

が
繰

り
返
さ

れ

て

い
る
。

な

お
、

「
菅
京
兆

」

と

は
、

「
京
兆

」

は
京

職

の
唐
名

で
、
左

・
右

京

大
夫

を

経
た
清

公

を
言
う

。

ま

た
匡

衡

の
詩

と
文
章

と

の
間

に
は

、
安

易
な

同

工
異
曲

の
対
句

表

現

も
見

ら

れ
る
。

承

和
菅

三
位

、
乗

・
車
蘭

省
前

。

応

和
江
納

言

、
前

レ
席

玉
尿

辺
。

(巻
中

・
述
懐
古
調
詩
)

承

和
之

侍
読

文
章

博
士

菅

原
清

公
卿

者

、
乗
二
車
馬

一出

二
入

禁
中

一
。

応

和

之
侍
読

中
納

言
大

江

維
時

卿
者

、
陪

二
帷

握

一泥
二
近
天

顔

「。

(
文

六

・
申
美
濃
守
状
)

匡

衡

が

こ
の
詩

と

文
章

に
言
う

と

こ
ろ

は
、

そ

の
奏

状

に
言
う

言

葉
を

借

れ
ば
、

と
も

に

「
聖
主

明
王

の
文
を

崇

び
師
を

厳

に
す

る
異

賞
殊

私
」

を

述

べ
た
も

の

で
あ

る

が
、

そ

の
表

現

の
方

法

は
、

前

の
五
言

詩

を
そ

の
ま

ま
敷
術

し

た

だ
け

の
も

の
が
、

後

の
奏

状

の
密
隔

向

で
あ

る

に
過
ぎ

な

い
。
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ま

た
発

想

の
上

で
同
趣

の
表

現
を

繰

り
返

し

て

い
る
例

も
あ

る
。
例

え

ば
、優

哉

我
相

府
。

薦

・
賢

之
楽
調

妙
。

以
二
政
典

一為
二
琴
箏

一。

養

・
才

之
菓
味

濃
。

以
二
道

徳

と為
二
梨
裏

}○

何

唯
妙
舞

清

歌
之

悦
二
耳
目

一
、
綺

肴
玉

僕

之
堆
二
盃

盤

一
而
己
。
(
巻
上

.
侍

左
相
府
曲
水
宴
同
賦
因
流
汎
酒
詩
序
)

卿
相

四

五
輩

、
風
月

数

十
人

、

酌
二
道
徳

一而

為
レ
酒
。

山豆
ロ
ハ
越

王
鳥

之
頻

飛
。

味
二
礼
楽

一而

為
レ
肴
。

山豆
ロ
ハ
呉

江
魚

之
細

切
。
(巻
上

・
陪
左
相
府
書
閣
同
賦

水
樹
多
佳
趣
詩
序
)

の
二
例

は

そ
う

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

必
ず

し
も

こ
れ

ま

で
挙
げ

て
き

た
よ

う
な
措

辞

の
上

で

の
形

式
的

類

似

で
は
な

い
。

今

日

の
宴

が
、
美

酒

に
酔

い
耳

目
を
悦

ば

せ
る
生

理
的

悦
楽

だ
け

で
は
な

く
、

む
し

ろ
精
神

的
悦

楽

を

こ
そ
享
受

さ

せ
る
も

の
で
あ

る

こ
と
を

、

二

つ
の
序
文

は
強
調
す

る
。

こ
れ

は
同
じ

く
詩

宴

の
主

人

の
識
見

を
讃

え

る
楡

揚

の
辞

で
は
あ

る

が
、

こ
の
よ
う

に
礼
楽

・
道

徳

を
以

っ
て
生

理
的
悦
楽

に

比
擬
す

る

発
想

に
類

似
す

る
も

の
を

見
る

の
で
あ

る
。

三

前
節

で
例

示

し

た
も

の
は
、
対

句
表

現

に
関
す

る
も

の
で
あ

っ
た

が
、

次

に
は
、
独

立

し
た

一
句

だ
け

の
場
合

に

つ

い
て
、
表

現

の
重
複

の
例

を

あ
げ

て

み
よ
う
。

方
今
朝

士

大
夫
陪

二
此
座

一
者

、
愈

相

語

日
、

公
孫

弘

之
開

二
東
閤

一、
嫌

レ
不

レ
為
二
累
葉

補
佐
之

臣

二
、

(巻
上
、
陪
右
親

衛
員
外
亜
相
亭
子
同
賦
秋
情
月
露
深
詩
序
)

孫
弘

閤
月

集
二
賢

士

一。

呂

望
家

風

開
二
后

房

一。

(巻
上

・
夏
夜
同
賦
池
台
即

事
)

左
相

府
者

、
王

佐
之

重
器

也
。

…

…
…

開
二
漢

公
孫

丞
相

之
東

閤

一、
携

二
三

友

　而
賞
二
風
景

}
。(巻
下

・
陪
左
相
府

書
閣
同
賦
寒
花
為
客
裁
詩
序
)

水

潟
右
軍

三

日
会
。

花
薫

東
閤

万
年

盃
。

(巻
上

.
侍
左
相
府
曲
水
宴
同
賦

因
流
汎
酒
)

洛

陽

城
中
有

三

勝
境

「。

本
是

丞
相

之

甲
第
也

、

重
閏

東

閤

之
栄

名
の

(
巻
上

・
陪
左
相
府
書
閣
同
賦
水
樹
多
佳
趣
詩
序
)

北

堂
累

代

三
餓
学

。

東
閣

長

男

一
巻
師
。

(
巻
中

・
秋
日
東
閤
埜

苧
即
事
)

匡
衡

以
二
毛

詩
荘

子
史

記
文

選

一
、奉
二
授

天

子

一、
以
二
易

笙
表

翰
願

文
祭

文

一
、
発
二
明
東

閤
之
旨

意

一。

(文
七

・
可
被
上
啓
挙
周
明
春
所
望
事
)

以
上

の
七
例

は
、
最

初

の

「右

親
衛

員

外
亜

相
」

が
不

確

か
な

の
を
除

い

て
、
他

は

と
も

に
道

長
邸

に
お
け

る
詩

宴

で

の
作

で
あ

る
。
い
ず

れ
も

『
漢

書

』

公
孫

弘
伝

の
、

弘
が
封

候

丞
相

と

な

っ
て
、
客

館
を

起

し

「
東

閤

」

を
開

い
て
、

知
識

人
を
招

い
た
、

と

い
う

故

事
を

ふ
ま
え

、
道
長

を

公
孫

弘

に
擬
す

。

そ

こ
か
ら

さ
ら

に
、

「東

閤
」

一
語

に
よ

っ
て
、
道

長

を
指

す
。

後

の
四
例

は

そ
う

で
あ

る
。

投

・
竿

呂
望

街
二
新

詔

一

衣
・
錦

買

臣
到
二
故

郷

一。
(巻
中

・
寛
弘
七
年
三
月

三
十
日
、
遷
丹
州
刺
史
帰
旧
国
尾
州
)

明
時
衣
・
錦

昼
行
客
。

暗

屠

弾
レ
冠

晩
達

人
。

(巻
中

・
饅
越
州
刺
史
赴
任
)

飛

添

二
征
悼

「
穿
・
霞

思
。

乱
点
二
帰

帆

「
衣
・
錦

情
。
(巻
下

・
於
員
外
藤
納
言

文
亭
同
賦
桃
浦
落
船
花
)
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衣

レ
錦

鳴
レ珂
非

二
我
事

一。

登

・
山
臨

レ
水

任

二
君
情

↓
(巻
下
、
四
月

一
日
見

三
月
尽
日
春
被
鴬
花
送
之
題
、
不
堪
感
歎
作
詩
加
之
)

若

謂
二
貧

而
好

・
書

之
士
不
τ
可
レ
引
二
隼
旗

一、
亦

朱
買

臣

山豆
非
二
会

稽
太

守

一哉

。

(文
六

.
申
備
中
介
状
)

刺
史

者

、
当
今

之
恩

也
。

衣
・
錦

継
二
買

臣

一。

(文
七

.
奉
行
成
状
)

以
上

の
六
例

は
、

微
賎

の
身

か

ら
出

て
、
後

に
漢

武
帝

の
側

近

の

一
人

と

な

っ
た
朱
買

臣

が
、
侍

講

の
功

に
よ

っ
て
故

郷
会

稽

郡

の
太

守

に
任

ぜ
ら

れ
た
時

、

武
帝

が
言

っ
た
言

葉
、

「富

貴

に
し

て
故
郷

に
帰

ら

ざ
る

は
、

錦

を
衣

て
夜

行
く

が
如

し
、

と
」

(
『
漢
書
』

朱

買
臣

伝

)
を
典
故

と
す

る
。

匡

衡

は

い
ず

れ
も

国
守

に
任

ぜ

ら
れ

る

こ
と
と
し

て

用

い
て

い
る
。

寄
・
言

天
下
懐

・才

者

、
自

愛
弾
・
冠
莫
二
欝

陶
「
。

(巻
上

・
暮
春
応
製
)

貢
禺

弾
レ
冠

臨

レ
鏡
思
。

王

弘
送
・
酒
把

・
盃
情

。

(巻
上

・
陪
藤
亜
相
城
北
山

健

荘
同
賦
淡
交
唯
対
水
)

明
時

衣
・
錦

昼
行

客
。

暗

禰
弾
レ
冠

晩
達

人
。

(巻
中

.
饅
越
州
刺
史
赴
任
)

見
二
三

百
篇

之

披

陳

一
、
遇
二
新

知

一
而
結

レ
綬

聴

二
十
九

首
之

昇

晋

「、
爲

二
旧
契

「
而
弾
・
冠
者
也

。

(巻
中

・
於
都
督
大
王

書
斎
同
賦
唯
以
詩
為
友
詩
序
)

如
二
遷

鴬

之
呼

レ友
。

王
陽

仕
以

貢
禺

弾
・
冠
。

類
二
綜

鳳
之

成
r
文
。
薫

育

進
以
朱

博
結

レ
綬
。
(巻
下

.
於
右
大
丞
亭
子
同
賦

逢
花
傾

一
盃
詩
序
)

以

上
五

例

に
見

え

る

「
弾
冠

」

は
、
漢

の
貢

萬

が
、
朋
友

の
王

吉

が
位

に

あ

っ
た
時

、
自

分

も
出

仕
し

よ
う

と
冠

を
弾
き
塵

を

払

っ
て
待

っ
た
と

い

う

『
漢
書

』
王

吉

伝

の
故

事

に
も

と
つ
く
。

な
お

、後

の
二
篇

の
序

で
は

、

「
弾
冠

」

と

「
結
綬

」

と
が
対

偶

を
な

し

て

い
る

が
、

こ

の

「結

綬

」
も

同
様

な
故
事

で
、

「綬

を
結

ぶ
」
と

は
仕
官

す

る

こ
と
を

い
う
。

薫
育

は

若

く
し

て
朱

博
等

と
交

友
し

、
世

間

に
そ

の
名

が
聞

え

て

い
た
。

そ

こ

で

人

々
は
、
先

に
王

吉
、

貢
禺

の
例

が
あ

っ
た

の
で
、
「
薫
朱

、
綬

を
結

ぶ
。

王

貢
、

冠

を
弾

く
」

と
語

っ
た

と

い
う

(
『
漢
書

』
薫

望
之

伝

)
。
す

な

わ

ち
、

後

の
二
例

は
、
前

節

の
例

と
し

て
挙

げ
得

る
も

の
で
も
あ

る
。

匡
衡
居
二
鳥

台
之

任

う
五
年
。

未
・
附
二
鳳
翼

一。

(巻
上

・
陪
員
外
藤
納
言
文

亭
同
賦
夜
坐
聴
松
風
詩
序
)

歩
二
鳳
閣
一
以
刷
二
羽
毛

一。
燕

雀
賀
二
其

附
ワ
鳳
。

(巻
下

・
於
員
外
藤
納
言
文

亭
同
賦
桃
浦
落
船
花
詩
序
)

但
葱

臣
附
二
鳳
翼

一以

登
レ
高
。

(巻
下

・
侍
宴
同
賦
花
菊
映
宮
殿
詩
序
)

匡
衡

挙
二
酒

干
大

王
之
前

一
、
逡

巡
避

・
席

日
、
…

…
仮

二
羽
翼

一
而

附
レ
鳳
。

帝

梧

之
煙
枝

昏

。

(巻
下

・
陪
中
書
大
王
書
斎
同
賦
寒
林
暮
鳥
帰
詩
序
)

こ
の
四
例

に
お
け

る

「鳳

」
あ

る

い
は

「
鳳
翼

」

は
す
ぐ

れ

た
人
物

の
比

喩

で
あ

り
、
従

っ
て

「附

鳳
」

あ

る

い
は

「附

鳳
翼

」

は
、

そ

の
人
物

に

つ
き

従

っ
て
出

世
す

る

こ
と
を

い
う
。

『
法
書
』
淵

塞
馬
篇

の

「
塞
二
龍

鱗

附
二
鳳
翼

こ

に
も

と
つ
く
。

章

賢
昔

学
大

江

公
。

(巻
上

・
初
冬
感
興
)

昔

大

江
公
為
二
丞
相

師
一
。

(巻
中

・
餓
感
不
尽
更
加

一
首
)

昔
章

賢

之
事

二
大

江
公

一
、
敬
礼

之

跡
苔
老

。

(
文
十
四

・
左
相
府
為
寂
心
上

人
四
十
九
日
修
認
諦
文
)

の
三

例

は
、
漢

の
大

儒

で
丞
相

と

な

っ
た
章

賢

が
大

江
公

に
学

ん

だ
と

い

う

『
漢
書

』

儒
林

伝

の
故
事

を

ふ
ま

え
る
。
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献
・
君
魯

水
壁
中

簡
。

(巻
上

.
暮
春
応
製
)

如
・
繕
魯
壁

塵
中

簡
。

(巻
下

.
秋
雁
数
行
書
詩
)

と
も

に
、

『
漢
書

』

芸

文
志

の
、
焚

書

の
後

、
魯

の
恭
王

が
孔

子

の
旧
宅

を

壊
し

て

「古

文
尚

書

」
を
得

た
と

い
う

記

事

に
も

と
つ

い
て

『
尚
書

』

を

い
う
。

昔

漢

高
祖

之
過
二
柿

中

一
賞

二
父
老

一以

撃
・
筑

。

(巻
下

.
侍
宴
左
丞
相
東
三

条
第
同
賦
渡
水
落
花
舞
詩
序
)

撃

レ筑

後
歌
豊

柿

月
。

(
巻
下

.
陪
行
幸
摂
政
第
同
賦
葉
飛
水
面
紅
)

前

者

は
寛
弘

三
年

三
月

四

日

(
御

堂
関
白

記

)
の
、

後
者

は
永
延

元

年
十

月

十
四

日

(
日
本

紀
略

)

の
、

一
条

天
皇

の
東

三
条

第
臨

幸

の
詩
宴

で

の

作

で
あ

る
。

「
左

丞
相

」

は
道

長

、

「摂

政

」
は

そ

の
父
兼
家

を
指

す

が
、

と
も

に
そ

の
第
宅

へ
の
天
皇

の
行
事

を

、

『
史
記
』

高
祖

本

紀

の
、
漢

の

高

祖

が
故

郷
柿

に
立
ち

寄

っ
た
典
故

に
比
擬

し

て

い
る
。

幸
当

二
下

問

一不
二
停
滞

一
。

一
字

千
金

万
万
金

。

(巻
中

・
匡
衡
為
相
府
之
家

臣
、
時
時
備
下
問
有
所
発
明
〉

一
字

千
金
。

思
二
金
容

一而
謝

レ
徳
。
(文
十
四

・
左
相
府
為
寂
心
上
人
四
+
九
日

修
認
論
文
)

こ
の
二
文

は
、

『
史
記
』

呂
不

章

列
伝

に
記
す

、

呂
不

章
が

『
呂
氏

春
秋

』

を
著

し
、
賞

金
を
懸

け

て
賓

客
を

募
り

、

「
一
字

で
も
増

減

で
き

る
者

が

あ

れ

ば
、
千

金
を

与
え

よ
う

」

と

い

っ
た
故
事

に
基

づ

き
、
価

値

の
あ

る

文
章
を

い
う
。

応
是

旱

天
森
雨

用
。

君
臣
合
ロ
徳
感

二
乾

坤

。

(巻
上

・
今
年
四
月

一
日
陰
雨
、

…
…
以
絶
句
二
首
題
東
閣
之
壁
)

触

・
石

雲

興
、

旱
天

作
二
森

雨

之
用

「。

(巻
上

・
登
天
台
即
事
詩
序
)

こ
れ
ら

は
、

『
尚
書

』

説
命

上

の
、

高
宗

が
傅

説

に
向

っ
て
言

っ
た
言
葉

「
若

し
歳

、
大

い
に
旱
せ

ば
、
汝

を
用

っ
て
森

雨
と
作

さ

ん
」

を

ふ
ま

え

る
。祈

婁
挙

・
午
之

意

、
不
レ
能

二
地

忍

一。

(文
七

・
可
被
上
啓
挙
周
明
春
所
望
事
)

我
納

言

、
応
二
祈
案

之
内

挙

一。

(巻
下

.
於
員
外
藤
納
言
茎
苧
同
賦
桃
浦
落
船

花
詩
序
)

こ
の
二
文

は
、
『
史

記
』
晋
世

家

の

「
晋

会
二
諸
候

一
。
悼

公

問
二
群

臣
可
レ

用
者

一。

祁

俣
挙

二
解

狐

一。

解

狐

便
之

仇
。

復
問
。

挙

二
其

子
祁

午

。
君
子

日
、
祁
懐

可
・
謂
レ
不
・
党
ム矢
。
外

挙
不
・
隠

レ
仇
。

内
挙

不
・
隠

・
子
。

」

に

よ
る

が
、

こ
こ

で
は
縁

故

の
者
を

採

用
す

る

こ
と
を

い
う
。

以
上

、
例

を
挙

げ

て
き

た
よ
う

に
、
匡

衡

は
同
じ
典

故
を

繰

り
返
し

そ

の
詩

文

に
利

用

し
て

い
る
。

ま

た
匡

衡

の
詩
文

に

は
、
特

に
典
故

を

ふ
ま

え
た
語

で

は
な
く

、
彼

自

身

の
創
作

と
考

え
ら

れ
る

語
句

で
も

、
そ

れ
を
重

複
し

て
用

い
る
癖

が
見

ら

れ
る
。

(太
丞
)
⑥

詩
情

縁
レ
底
大
蒸
伍

。

(巻
上

.
左
相
府
東
三
条
第
同
賦
池
水
浮
明
月
)

詩
情

何
事

太
丞
伍

。

(巻
中

.
李
部
大
卿
述
二
沈
滞
懐

「、
敢
押
本
韻
)

こ

の
二
句

は
、

は
な
は

だ
不

自
然

な
句

作

り

で
あ

り
な

が
ら

、
酷

似
す

る
。

「
縁
底

」

(
な

ん

の
た

め

に
)

・

「
何

事

」

(な

ん

ぞ

)
は
唐
代

以
降

の

俗

語

で
あ
り

、

「
丞
じ

あ
る

い
は

「
蒸

」

は

「
丞
…
」

と
あ

る

の
が
正
し

く

「
こ
こ

に
」

と
読

む
き

わ

め
て
特

殊
な

助
字

で
あ

る

が
、

そ
れ

ら
が
組

み

合
わ

さ
れ

た

こ
の
二
句

は
、

語
句

と
し

て
は
む

し
ろ
拙

劣

で
あ

る
。

想

像
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す

る

に
、

匡
衡

は
こ

の
句

を
捻

り
出

し

て
、
奇

抜

な

こ
の
表

現
を

ひ
そ

か

に
喜

ん

だ

の
で
あ

ろ
う

が
、

こ

の
よ
う

な
詩

句

を
二
度

も
繰

り
返

し

た
と

こ
ろ

に
、
匡

衡

の
作
詩

能

力

の
ほ

ど
を
か

い
ま
見

る

こ

と
が
で
き

る
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

姓

江
翁

望

二
江
楼

亦
有

・
便
。

貝

外
郎

遊
二
外
土

一
亦
無
レ
妨
。

(
巻
上

・
八

月
十
五
夜
江
州
野
亭
対
月
言
志
詩
序
)

幸

到
繁

華
栄

耀

地
。
姓

江

学
士

任
二
浮
沈

一
。

(巻
下

・
同
賦
花
影
満
春
池
)

こ
こ
に
見

ら
れ

る

「姓

江

翁
」

「
姓
江

学
士

「は
同
様

の
発
想

で
あ

っ
て
、

自
分

は

「
江
」

と

い
う

字
を

姓

に
持

っ
て

い
る

の
で
、

あ
る

い
は

、

「
江

楼

を
望

む
」

に
も

都
合

が

い
い
し

、
あ

る

い
は
、

そ

の
身

を

江
水

の

「
浮

沈

に
任

」そ
う

と

い
う

の
で
あ

る
。
自

嘲
を

文
字
上

の
酒

落

に
託

し

て

い
る
。

以
上

、
匡

衡

の
詩
文

に

は
、
類

似
し

た
表

現

が
繰

り

返
し

用

い
ら

れ

て

い
る

こ
と
を

明
ら

か

に
す

る
た
め

に
、
敢

え

て
挙
例

に
紙

幅
を

費
し

て
き

た
。当

時

に

お

い
て
は
、

創
造
的

精

神

が
失
わ

れ
、
類
書

あ

る

い
は

作
文

の

た
め

の
参
考
書

を
安

易

に
利

用
す

る

た
め

に
、
典
故

の
用

い
方

が
、

ま

た

措
辞

の
上

で
も
、
著

し

く
類

型
的

・
常
套

的

で
あ
る

こ
と
が
指
摘

さ

れ

て

⑦

い
る
。

勿
論

、
匡

衡
も

そ

の
よ
う

な
時

代
風
潮

か
ら
ま

ぬ
が
れ

る

こ
と

は
な

か

っ
た
。

し

か
し
、

そ

の
よ
う

な

一
般
的
時

代
風

潮

に
よ

っ
て
、

上
述

し

た

よ
う
な

表
現

上

の
事

象

を
説

明

し

つ
く
す

こ
と
は
出

来

な

い
。

先
学

の
指

摘
す

る
と

こ
ろ
は
、
例

え

ば
、

一
条

天
皇

が
道

長

の
東

三
条

第

に
臨
幸

し

て
催

さ
れ

た
詩
宴

で
は
、
序

を
賦

し

た
匡
衡

だ

け
で

は
な
く

道

長

も
伊
周

も

そ
れ

ぞ
れ

の
詩

に

お

い
て
、
同

じ
く

、

こ
の
臨
幸

を

漢

の

高

祖

が
浦

に
幸
し

た

こ
と
に
比

擬
し

て

い
る

と

い
う

点

で
あ

る
。

私

の
見

る
と

こ
ろ

で

は
、

匡

衡

の

ご
と
く

、

一
人

の
詩

人

が
、

そ

の
作

品

の
中

に
繰

り

返
し

同
じ

典
故

を

用

い
て

い
る
例

は
他

に
な

い
。
こ
れ

は
、

や

は
り
匡

衡

の
創
作

態
度

に

お
け

る
く

せ

に
因
る

と

こ
ろ

が
大

き

か

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

そ

の
意
味

で
、

こ
の
表

現
上

の
特
徴

は

、
匡

衡

の
詩

文

の

一
病

と

し
な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。

し

か
し
な

が
ら

、
観
点

を

か

え
れ
ば

、
例

え
ば

、

「
桓
栄

」
、
「
衣

錦

」

「弾

冠

」
等

の
典
故

の
執

拗
な

繰

り
返

し

の
利

用

に
、

"
用

賢

"
と

い
う

儒

教
的

政
治

理
念

の
行

わ
れ
得

べ
く
も

な

い
当
時

に
あ

っ
て
、
な

お
も

過

去

の
儒

門

の
栄

光

を
求

め
続

け

た
匡
衡

の
心

情
を

読

み
と

る

こ
と
が

で
き

る
。

彼

は
自

己

の
家
門

と
儒

臣

と
し

て

の
能

力

と
を
誇

り

、
そ

れ

に
よ

っ

て
、
自

ら

に
相
応

し

い
境
遇

の
与

え

ら
れ

る

こ
と
を

切
望
し

た
。

そ

れ
が

「
弾
冠

」

の
、
受

領

の
職

へ
の
願

望

は

「衣

錦

」

の
、
そ

し

て
卿

相

の
座

へ
の
夢

は

「
桓
栄

」

の
故
事

の
多

用

と

な

っ
た

の
で
あ

る
。

四

こ
こ
で

は
、
匡

衡

の
詩
文

に

お
け

る
対
句

の
表

現
技

巧

に

つ
い
て
述

べ

る
。

も

と

も
と
対
句

と

は
、
相

対

す

る
句

の
宇

数
が

等
し

く
、

さ
ら

に
対

応
す

る
位
置

に
あ

る
語
彙

の
文
法

的
機

能

が
相
等

し

い
文
章

を

い
う
。

そ

し

て
、

こ

の
文
法
的

対

応

の
上

に
、

さ
ら

に
相
対

す

る
辞
句

の
意

味
的

均

衡

も
要
求

さ
れ
る
。

一
方

が
規

範

た

る

べ
き

経
典

で

あ
れ

ば
、

そ
れ

に
対

応
す

る
他
方

も

そ
れ

に
応
ず

る
意

味
上

の
重

さ
を

も

つ
も

の
で
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。

『
江

談
抄
』

等

に

は
、

一
聯

の
対

句

の
優

劣

に
よ

っ
て
、

あ

る

い
は
叡
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慮
を

動

か
し

て
栄

達

の
道

を
開

き
、
あ

る

い
は
試

詩

に
破

れ

て
、
死

に
至

る
ま

で
痛

恨
事

と
し

た

と

い

っ
た
説
話

が
記

さ

れ

て

い
る
。

ま

た

『
類

聚

句

題

抄
』

に
収

め

る
も

の
は
、
す

べ
て
対

句
を

以

っ
て
成

さ
ね

ば
な
ら

な

い
律

詩

の
頷
聯

と
頸

聯

と
で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
事

実

は
、
当

時

に

お
け

る

詩

文

の
享

受

が
も

っ
ぱ
ら

対
句

に
比
重

を

置
く

も

の
で
あ

っ
た
こ
と

を
物

語

る
。

そ
れ

だ
け

に
、
作
者

の
腐

心

は
、

い
か
に
妙

を
得

た
典
麗

な
対

句

を
作

る

か
に
あ

っ
た
は
ず

で
あ

る
。

に
も

か
か
わ

ら
ず

、
匡

衡

の
詩

文

に
は

、
上

述

の
対
句

に
お

け
る
意

味

的
均

衡

の
原
則

を
破

る
も

の
が
あ
る
。
す

な

わ
ち

対
句

の
不

整
合
ロ
で
あ

る
。

臣
聞

。

三
秋

之
佳

期
九

重
之

慶
節
者

、

風
土

伝
二
其

美

一。

月

令
詳
二
其

「

候

「。

丹
茱
挿
レ
首
○

尋
二
芳
燭

於
頁

楓
蘭

一。
黄

花
蓄

・
詞
。

叩
二
貴
韻

於

鍾

太

傅

一。

(巻
下

・
侍
宴
同
賦
花
菊
映
宮
殿
詩
序
)

「月

令

」
は

『礼

記
』

中

の

一
篇

で
あ
り

、

「
風
土

」

は
晋

の
周
虚
～撰

の

『
風

土
記

』

で
、

こ

の
二
書

を

対
偶

と
す

る

の
は
、

拙
劣

な
対
句

表

現

で

あ

る
。

こ
れ

は
、
右

に
引

い
た
文
章

が

『
芸

文
類

聚
」

を
利

用

し

て
作
り

⑧

上
げ

ら

れ
た

こ
と

に
よ

る
。

対

句

に
お

い
て
意

味
的

均
衡

が
要

求
さ

れ

る

の
は

、
典
故

を

も

つ
辞

句

を
対

偶

と
す

る
時
も

同
様

で
あ

る
。

例
を

挙
げ

れ
ば

、

臣
道
隆

言
。

先
潟

二
丹
情

之

底

、
敢

置

二
玄
覧

之
前

一。
龍

漢

未
・
収
。

鶴
㎝歎

逸
切
。

(文
四

.
為
入
道
前
内
大
臣
辞
関
白
表
)

と

い
う

文
章

で

は
、

「龍

換

」
が

『
易
』
換

の

「換

、
換
二
其

大

号

而

換

王
居

、

死
レ
処
口
」

に
も

と
つ
く

表
現

で
あ

り
、

そ

れ
に
対
す

る

「
鶴
歎

」

の
語

も

、

『
易
』

と
等

価
値
を

も

つ
古
典

『
詩

経
』

小
雅

・
鳴
鶴

の

「
鶴

鳴
二
干
九

皐

一声
聞
二
干

天
〔

に
も

と
つ

い
て

い
る
如
き

で
あ

る
。

こ
う

し

た
正
格

の
対
句

を

形
成

し

て

い
る
作
を
作

り
得

て

い
る

一
方

で

は
、
以

下
に
例

を
挙

げ

る
よ
う

に
、
不

均
衡

な
対

句

が
少

な
か

ら
ず
散

見

す

る
。

貞

女
峡

裡
施
二
粉
黛

一。

大

夫

松
冷

著
二
銀
魚

]
。

(巻
上

・
賦
看
山
有
小
雪
)

「貞

女

峡
」

の

こ
と

は

『
水

経
注

』

涯

水
注

に

見
え

る
。
す

な
わ

ち

「
漢

水

下
流
歴

二
峡
南

一出
。

是

峡

謂
二
之

貞

女
峡

一。
峡

西
岸

高
厳

、
名

二
貞
女

叫

。

山

下
際
有

レ
石
如
二
人
形

。

高

七

尺
、

状
如

二
女

子

一。

故
名

.貢

女

峡

一。
古

来
相

云

、
有
二
数
女

一
、
取

二
螺
於
此

「
。

遇

二
風
雨

　昼
晦

、
忽

化
為

・
石
」
と

あ

り
、

『
捜
神

後
紀

』

に
も

、

こ
れ

と
ほ

ぼ
同
じ

文
章

が
見

ら

れ
る
。

他

方

、

こ
れ

と
対
応
す

る

「
大
夫

松

」

は
、

『
史
記

』
封

禅
書

の

「
始
皇

上

二
泰

山

う
立
二
樹

下

。

風

雨
暴
至

、

休
二
干
樹

下

皿。
因
封

二
其

樹

、
為

二
五
大

夫

一
○
」

に
も

と

つ
く
。

『
史

記
』

と

『
水

経
注

』

に
も

と

つ
く
典

故

と
で

は
、
比

重

の
上

で
不

均

衡

で
あ

る
。

献

・
君

魯
水

壁
中
簡

。

投
・
我

繧

山
盤
上

桃
。

(
巻
上

.
暮
春
応
製
)

「魯

水
壁

中
簡

」

は
、
前

に
述

べ
た

ご
と
く

、

『
漢
書

』

蒔云
文
志

に

も
と

づ
き
、

『
尚
書

』

を

い
う

。

一
方

、

こ
れ

に
対
す

る

「
緩

山
桃
」

は

、

『

列

仙
伝
』

葛

由
伝

の

「
…
…

上
二
繧

山
一
。

山
在
二
峨
眉

山

西
南

、
高
無
・
極

随

レ
之
者

不
・
得

・
還
。

皆

得
二
仙
道

一。

山
上
有

・
桃
。

故

里
諺

日
得

二
繧

山

一

桃

「、
不
・
得
・
仙

、
亦

足
二
以
豪

ご

を

ふ
ま

え

る
。

こ

の

『
列

仙
伝
』

は
、

『
日
本

国
見

在
書

目
録

』

で

も
、

「雑

伝
家

」

の
部

に
収

め
ら

れ
る
性

格

の
書

で
あ
る

播

二
徳

音
於

楽
章

一。

還
嘲
二
漢
室

重

輪
之

月

一。

得
二
扶

翼
於

戚
里

・。

誰
招

商

山
四

皓
之
霜

一。
(巻
中

・
陪
東
宮
聴
第

一
皇
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孫
初
読
御
注
孝
経
詩
序
)

後
句

は

『
史

記
』

留

候
世

家

に
よ
る
。

す

な
わ

ち
漢

の
高
祖

は

、
呂

后

の

子

で
あ
る
太

子

を
廃

し

て
、
戚

夫

人

の
子
、

趙
王
如

意
を
太

子

に
立

て
よ

う

と
考
え

た
。

呂
后

は
な

す
す

べ
を
知
ら

ず

、
留
候

張
良

に
助

力
を
乞

う

た
。

張
良

は
商

山

に
隠

棲

す

る
四

人

の
老

人
を

太
子

の
許

に
招

く

こ
と
を

勧

め
た
。

及
レ
燕

置
酒
。

太

子
侍
。

四

人
従

二
太

子

一。

年
皆

八

十
有

絵
。

髪
眉

皓

白
、
衣

冠
甚

偉
。

上

怪
・
之
、

問

日
、
彼

何
為

者
。

四
人
前

対
、
各

言

二

名

姓

「。

…

…
上

乃
大

驚

日
、
吾

求

・
公
数

歳
、
公
避

逃
・
我
。

今

公
何

自

従

二
吾

児

一遊

乎
。

四

人
皆

日
、

陛
下

軽
・
士

善
罵
。

臣
等
義

不
・
受

・
辱
。

故

恐

而
亡
匿

。
窩

聞
太

子

為
・
人

、

仁
孝
恭

敬
愛

・
士
。

…
…

故

臣
等
来

耳
。

上

日
、
煩

レ
公
。

幸
卒

調
二
護
太

子

一。

四

人
為
・
壽

、
巳
畢

起

去
、

上
目
二
送
之

「』

召
二
戚

夫

人

・
、
指
二
示
四

人
者

一
日
、

我
欲

・
易
・
之
、
彼

四
人
輔

レ
之

。

羽
翼
巳

成
。

難

・
動
　

。

四
人

の
賢

人
が
太

子

に

つ
き

従

っ
て

い
る

の
を
見

て
、

高
祖

は
廃

太
子

を

断
念
し

た

の
で
あ

る
。
前

句

の

「
漢
室

重
輪

之
月

」

は
、

『古

今

注
』

巻

中

音
楽

の

「
日
重

光

月
重
輪

、

群
臣
為

二
漢

明
帝

一所
レ
作
也
。

明
帝

為

二
太

子

、
楽

人
作

二
歌

詩

四
章

「
、
以

賛
二
太
子

之
徳

一。

其

一
日
日
重
光
。
其

二

日
月
重

輪
。

其

三

日
星
重
輝

。
其

四

日
海
重

潤

」

に
よ

る
。

『
古

今
注
』

は
普

の
崔

豹

の
撰

で
、
名
物

を
考

讃

し
た
書

で
あ

る
。

『
見
在
書

目
録
』

で
は

「
雑

家
」

に
入

り
、

『
史
記

』

と
対

比
さ

せ
得

る
も

の
で
は
な

い
。

圏
碁

厭

二
坐
隠

一。

投
壺

罷
二
般

還

「。

(巻
中

.
述
懐
古
調
詩
)

前

句
は

、

『
世
説
新

語
』

巧
蒔云
篇

の

「
王

中
郎

以
二
園
棊

言是

坐
隠

。
支

公

以
二
園
棊

・為
二
手

談

一。

」

に
も

と

つ
く

の
に
対

し
、

後
句

は
、

『
礼
記

』

投

壷
篇

の

「
賓
再
拝

受
。

主

人
般

還

日
レ
辟

」
を

ふ
ま
え

る
。
経
書

で
あ

る

『
礼

記
』

と
小
説

の

『
世
説
新

語
』

と

で
は
、

典
拠

の
価

値
基
準

が

そ
ろ

わ
な

い
。

四
目

之
為

レ
師

、
巣
閣

之

鳳
儀

レ庭
。

五
老

之

入
レ
昂

、
負

レ
図
之
龍

出

・
浪
。

(文
三

.
対
冊
壽
考
)

前
句

「
四
目

之
為

師
」

は
、

『
書

経
』

虞
書

舜
典

の

「
月

正
元

日
、
舜

格

二

干

文
祖

「。

詞
二
干

四
岳

一、

開

二四
門

一

明
二
四

目

一
、
達

二
四

聡

一。

」

に

も

と
づ
き

、
後
句

の

「
五
老

之

入
昂

」

は
、

『
芸
文

類
聚

』

天
部
星

所
引

『
論

語

識
』

の

「
仲

尼

日
、
吾
聞

尭

率
二
舜

等

一
遊
二
首

山

一。

観

二
河
渚

。一

有
二
五

老

う飛

為
二
流
星

一、
上

入

・
昂

」

に
よ
る

が
、

『
書

経
』
が
経
書

で
あ

る

の
に
対

し
、

『
論
語

識
』

は
明
ら

か

に
識
緯

の
書

で
あ

る
。

但
春

宮

大
進

、
東
宮

学

士

、
同
時

為
二
美

濃

尾
張

之
守

　。
古

今
希

有
之

事

也
。

共
ハ遇
二
天
恩

一。

可
・
謂

二
文
武

之
道

未
ワ
墜
・
地
　

。
在
・
内

則
銀

膀

同
レ
席

、
在
・
外
亦

銅
虎

接

レ
境
。

(文
七

・
報
頼
光
書
)

こ
こ

に

い
う

「
銀
膀

」

「
銅
虎

」

は
、

そ
れ
ぞ

れ
東

宮

職

・
国
守

に
任

ぜ

ら

れ
た

こ
と
を

い
う

が

、

「
銀
膀

」

は

、

『
神

異

経
』

(初

学
記
巻

十
皇

太

子
所

引

)

の

「東

方
東

明

山
有

・
宮

。
青

石
為
・
臆

。
面
二
一
門
』

門
有

二

銀
膀

一。

以
二
青

石
碧

鍍

一。

題

云

天
地

長
男

之
宮
。

」
を

ふ
ま
え
、
「
銅
虎

」

は

、
『
史
記

』
孝

文
本

紀

の

「
九
月

、
初

与
二
郡

国
守

相

言、
為

二
銅

虎
符

、

竹
使

符

こ

に
よ

る
,

『
史
記
』

が
正
史

の
第

一
で
あ

る

の

に
対

し

て
、
『

神

異
経
』

は
漢

の
東

方

朔

の
撰

と

さ
れ

る
神
怪

荒

誕

の
書

で
、

『
見
在
書

目

録
』

で

は

「
土
地

家

」

に
排

さ

れ
る
。

以
上

、

い
も

つ
か

の
例

で
示
し

た
よ

う

に
、
本

来

、
対
句

は
語

法
上

の
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品

詞
対

応

に
加
え

て
意

味
的
均

衡

も
要
求

さ

れ
る

も

の
で
あ

る
に
も
拘

わ

・ら
ず

、
匡

衡

の
詩
文

に

は
、

そ

の
点

で

も
破

綻

を
き

た
し

て

い
る
も

の
を

指
摘

で
き

る
。

し

か
し

な

が
ら

、
私

の
調
査

が
他

の
文
人

に

つ

い
て
は
、
未

だ
十
分

で

な

い
の
で
、
断

定

は
控

え
ね

ば
な

ら
な

い
が

、

こ
れ
は
、

ひ

と
り
匡

衡

の

詩

文

の
み

に
お
け

る
病

で
は
な

い
と
思
量

す

る
。

平
安

朝
詩

人

の
作
詩

文

の
能

力

に

お
け

る

一
つ
の
限

界

で
あ

ろ
う
。

五

私

は
、
初

め

に
述

べ
た
よ
う

な

理
由

に
よ

っ
て

、
大
江

匡
衡

の
詩
筆

を

例

と
し

て
、

他
国

の
言

語
表

現

を
借

り

て
作

り
出
さ

れ

た
文
学

と

し

て

の

平

安
朝
詩

文

の
特
徴

を

、
私

な
り

に
確

か
め

た

い
と
思

っ
て

い
る
。
上

述

の
外

に
も

正
統
な
漢

詩

文

の
規

範

か
ら

は
、
疑

問
符

を
付

し

た

い
表

現
を

見

出
し

得

る
が
、
今

は

以
上

の
顕
著

な

二

つ

の
点
を

指
摘
す

る

に
止

め
る
。

『芸
文
類
聚
』
を
利

用
し
た

こ
と

に
つ

い
て
は
、
前

に
、

「菊
薬
花
末

開
」
の

詩

を
例

に
あ
げ
て
、
金
原
理
氏

の
指
摘
が
あ

る
。

「
延
喜

前
後

の
漢
詩

人
の
方

法
=
嶋

田
忠

臣

の
場
合

1
」

(
『
中
古
文
学
』
第

四
号
)

(

)
で
示
し
た
も

の
は
、
祐
徳
神
社
中

川
文
庫
本

・
山

口
県
立
図
書
館
本

の

本

文
で
あ
る
。

川

口
久
雄

『平
安
朝

日
本
漢

文
学
史

の
研
究
』
第

十
八
章
第
二
節

光
島

民
子

「御
堂
関

白
記

の

一
考
察
ー
文

人
道
長

を
中

心
と
し

て
「
」
(
『女
子

大
国

文
』

四
六
号

)

金
原
理
氏
前
掲
論
文
参

照

本
稿

は
、

岡
村
繁

先

生

の
懇
篤

な
御

教
導

を
賜

わ

っ
て
は
じ

め

て
成

っ

た
も

の

で
あ

る
。

こ
こ

に
そ

の
こ
と
を

明
記

し
、

厚

く

お
礼

申

し
上
げ

る
。

一62一

 

小

論

が

、

中

村

先

生

の

お

言

葉

の

「
先

ず

」

で

終

る

も

の

と

な

っ
た

こ

と

を

恥

ず

か

し

く

思

っ
て

い

る
。

(注
)

吉

雄
幸

次
郎

「居
士

と
し

て
の
銭

謙
益
」

(吉
川
幸
次
郎
全
集
第
十
六
巻
、
清

・
現
代
篇
三
九
頁

)

大
曾
根
章
介

「平
安
時
代

の
騎
麗

文
に

つ
い
て
ー

文
章

の
段
落

と
構
成
を
中
心

に
ー

」

(
『
白
百
合

女
子
大
学

研
究
紀
要
』
第

三
号
)

詩
題
は
長
文

の
た

め
省
略
。

75
は
群
書
類
従
本

に
付
し
た
通
し
番
号

で
あ

る
○

「文
六
」
は

『本
朝
文
粋
』
巻

六
所

収
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。
以
下
同
じ
。


